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1 以下の複素行列について, (有限回の)基本変形を施すことにより,

(
Er O
O O

)
の形に変

形せよ. その際, 基本変形の具体的な操作も記述せよ. なお, 最終形において, 下の 2

つのO, あるいは右の 2つのOは現れないことがある.

(1)


3 2 2
−2 1 −1
−1 4 0
0 7 1
4 3 1

. (2)


2 1 3 4 −1
1 3 −1 −3 7
−1 2 −4 −5 6
0 −1 1 2 −3

.

2 a1, a2, a3, a4, a5 ∈ C4を以下のものとする.

a1 =


2
1
3
−1

 , a2 =


1
2
−1
2

 , a3 =


−1
−5
6
−7

 , a4 =


−3
0
−7
4

 , a5 =


4
−1
8
−7

 .

(1) a1, a2, a3, a4, a5を並べて得られる行列をA = (a1,a2,a3,a4,a5)とする. この

とき, Aに行基本変形のみを施して, 階段行列Bに変形せよ. その際, 行基本変形の

具体的な操作も記述せよ.

(2) V = ⟨a1,a2,a3,a4,a5⟩ ⊂ C4で, a1,a2,a3,a4,a5で生成されるC4の部分ベクト

ル空間を表すとする. このとき, 以下の性質をみたすベクトルの組 {aj1 ,aj2 , . . . ,ajr}
(r = dimV , 1 ≤ j1 < j2 < · · · < jr ≤ 5)を, 性質がみたされていることも示して選べ.

(i) 1 ≤ k ≤ rのとき, aj1 , . . . ,ajk はC上一次独立である.

(ii) 1 ≤ k ≤ r, かつ jk−1 < l < jk (ただし, j0 = 0)なるとき, aj1 , . . . ,ajk−1
,alは C

上一次従属である.

3 l,m, nを正整数, Aを l次複素正方行列, B, Cをそれぞれ (l, n)複素行列, (m, l)複素

行列とし, X =

(
A B
C O

)
とする. また, B, C, Xの階数をそれぞれ rB, rC , rXとする.

(1) rX ≥ rB + rC が成り立つことを示せ.

(2) l = max{rB, rC}のとき, rX = rB + rC であることを示せ.


